
上下水道事業検討委員会
（第１回）

平成３０年１月１７日

1



説 明 次 第

１ 検討委員会のロードマップについて

２ 宇部市下水道事業の概要について

３ 宇部市下水道事業が抱える課題について

1）老朽化対策「改築更新への対応」

2）人口減少に伴う「使用料収入等の減」

４ 今後の考えられる方向性について

A案）現計画の推進 （集合処理）

B案）整備計画の見直し（個別処理への転換）
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1 検討委員会のロードマップについて
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１ 検討委員会のロードマップ
【第1回】→ 平成30年1月17日

下水道事業の現状と課題について

【第2回】→ 平成30年2月

整備手法の方針決定について

・現計画の推進(集合処理)

・整備区域の縮小(個別処理への転換)

【第3回】→ 平成30年5月

整備手法と課題の整理について

【第4回】→ 平成30年7月

整備手法の制度設計について

【第5回】→ 平成30年8月

各委員からの検討課題の未決事項について

【第6回】→ 平成30年12月

「報告会」
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2 宇部市下水道事業の概要について
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２ 宇部市下水道事業の概要

【下水道処理人口普及率】

宇部市 76.5 ％
（参考）

山口県平均 64.9 ％

全国平均 78.3 ％
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２ 宇部市下水道事業の概要【東部･西部処理区】

面積(ha) 整備率

全体計画 5,198 55%

事業計画 3,744 77%

整備済み 2,874 －

●宇部駅

●宇部市役所 浜
田
川

厚
東
川
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東部浄化センター●

西部浄化センター●



２ 宇部市下水道事業の概要 【楠処理区】

面積(ha) 整備率

全体計画 264 62%

事業計画 182 90%

整備済み 163 －

●楠総合支所
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楠浄化センター●



２ 宇部市下水道事業の概要 【阿知須処理区】

●阿知須駅

浜
田
川

●岐波駅

●丸尾駅
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● 阿知須浄化センター

面積(ha) 整備率

全体計画 970 31%

事業計画 478 64%

整備済み 305 －

↑山口市

↓宇部市



２ 宇部市下水道事業の概要

・近年の下水道事業費の推移
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３ 宇部市下水道事業が抱える

課題について

1）老朽化対策「改築更新への対応」

2）人口減少に伴う

「使用料収入等の減」
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３－１老朽化対策「改築更新への対応」

・管渠の腐食が起因した道路陥没の状況 【管渠施設】

平成23年3月に発生した
宇部市居能町の陥没（直径約2.0ｍ）
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宇部市居能町の陥没
（管渠の劣化状況）



３－１老朽化対策「改築更新への対応」

・雨水ポンプの劣化状況

浄化センター・ポンプ場

『標準耐用年数』

○ 土木、建築施設 → 50年

○ 機械、電気設備 → 15年

【処理施設】

雨水ポンプの劣化状況（H29更新）
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雨水ポンプの劣化状況（拡大写真）



３－１老朽化対策「改築更新への対応」
【管渠施設】

97億

106億

未改築管 約４９㎞＋今後１０年間の改築更新管 約82㎞＝約131㎞

＜試算額＞約 203億円
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３－１老朽化対策「改築更新への対応」

・浄化センター、ポンプ場の現状
東部浄化センター及び西部浄化センターのほか、栄川、鵜の島、芝中ポンプ場

などの主要な施設は、供用開始から50年以上経過しており、機械・電気設備の

改築更新だけでなく、土木・建築施設を含めた大規模な改築『再構築』が急務と

となっています。

【処理施設】
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３ 宇部市下水道事業が抱える

課題について

1）老朽化対策「改築更新への対応」

2）人口減少に伴う

「使用料収入等の減」
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３－２人口減少に伴う「使用料収入等の減」
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３－２人口減少に伴う「使用料収入等の減」
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〔平成２８年度 下水道事業決算〕

収入：約５６．７億円

下水道使用料
21.3億円（37.6%）

一般会計繰入金
16.8億円（29.6%）

その他
18.6億円（32.8%）

支出：約５０．9億円

維持管理費
11.5億円（22.6%）

減価償却費
33.5億円（65.8%）

その他
5.9億円

（11.6%）

純利益
5.8億円

〔平成３８年度 下水道事業予定〕

収入：約５９．6億円

下水道使用料
19.2億円（32.2%）

一般会計繰入金
20.３億円（34.１%）

その他
20.1億円（33.7%）

支出：約５７．5億円
純利益

2.1億円

維持管理費
12.4億円（21.6%）

減価償却費
38.7億円（67.3%）

その他
6.4億円

（11.1%）

・収益的収支の状況（1年間の経営活動に伴い発生する収入と支出）
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年間事業費を40億円程度

３－２人口減少に伴う「使用料収入等の減」

・事業費の財源の約半分は企業債借入（その他は国庫補助金等）

☆改築等の施設整備に要する事業費

・企業債償還金の財源は基本的に減価償却費

【現状】
・企業債償還金は約22億円／年、減価償却費は約17億円であり

約5億円不足 ⇒ 純利益の積立金等により対応

【対応】
・純利益を確保し、今後の改築等の財源に備える。
・企業債借入金を企業債償還金の範囲内とし、企業債残高を減らす。

※参考（企業債残高）
Ｈ28：約337億円 Ｈ18：約380億円（約43億円減）



３－２人口減少に伴う「使用料収入等の減」

・下水道施設の改築更新費用（試算額）

平成３８ 年度までの１０年間に改築更新が必要な下水道施設の試算額

緊急性を要する劣化の激しいものから

優先順位を付けて計画的に改築・更新
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３－２人口減少に伴う「使用料収入等の減」

・今後１０年間の事業費の推移
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４ 今後の考えられる方向性について
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４．今後の考えられる方向性

『考えられる方向性』

A案『現計画を推進（集合処理）』
問題点1： 汚水の普及促進に対して時間を要する

問題点2： 維持管理する資産が増大

問題点3： 既存の開発団地は、合併浄化槽が普及

B案『整備計画の見直し（個別処理への転換）』
問題点1： 計画縮小に伴う地域住民の理解

問題点2： 合併浄化槽の補助制度の見直し
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